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太田地区 ワークショップ実施概要 

テーマ 太田の魅力をもっと高めていく、地域活動のあり方を考えよう！ 

実施内容 

第１回 
令和５年 10月 14日（土）19時-21時 35人 

・太田地区の魅力を話し合おう！ 

第 2回 
令和５年 11月 11日（日）19時-21時 31人 

・まちづくりの進め方を専門家と一緒に考えてみよう！ 

第 3回 
令和５年 12月９日（土）19時-21時 31人 

・太田地区でやってみたいと思うアイデアの準備をしよう！ 

結果概要 

利便性が高く大学や企業との連携もできつつある一方で、自治会加入率の減少や担い

手不足の課題や、自治会や地域団体が集まる情報共有の場である「懇談会」がストッ

プしており、集まる機会を捉えなおしたいという課題に対して、下記の視点からワー

クショップを行った。 

・地域で活動する人の横のつながりをつくる 

・自分の住む地域の良いところを再認識し、前向きに太田地区のまちづくりに関わる

きっかけになることを目指す 

 

○地域活動・つながり・集いの場 

・地域活動をうまく持続する仕組みを考えたい 

⇒有償ボランティアや大学生などの人材確保！ 

・様々な人が集まって、まちの課題解決を考える場を作る。 

⇒対話の場を今後も続ける！ 

⇒こども向けイベントをきっかけにつながりづくり！  

 

○若い世代・世代間交流・住環境 

・若い世代が緩く参加できるコミュニティ 

⇒情報共有のプラットフォームづくり 

・新規住民が地域活動に参画するきっかけづくり 

⇒回覧板のアーカイブ化 

・やりたい人がやりたい活動をできるように（部活型） 

⇒みんながやりたい事を知るためのアンケート 

⇒楽しく活動ができるアイデアを集める！ 

 

○こども・安全・安心 

・見守り活動の負担を減らして続けていきたい。 

⇒散歩を兼ねて見守りをするお散歩パトロール 

こどもが思いっきり遊べる場所を増やしたい 
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⇒高齢者が見守りながら小学校の校庭開放 

・こどもと高齢者がゆるくつながる企画 

⇒子育て世代が教える高齢者向けの SNS勉強会 

来年度以降

に向けて 

下記の視点で、次年度に連合自治会で取り組んでいく 

〇対話の場づくり 

・気軽に参加できるコミュニティのつながり 

・自由に語り合えるような場を継続的にもつ 

〇やりたいことアンケート 

・意識の違いやみんながやりたいことを把握する 

・やりたい人がやりたい活動をできるようにする（部活型） 

〇情報発信の工夫 

・地域の情報の周知や、知りたい情報へのアクセスがしやすい環境づくりの検討 

 

【WSの様子：写真】 

第１回 

  

第２回 

  

第３回 
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第１回資料 
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太田地区では、「太田の魅力をもっと高めていく、地域活動のあり方を考えよう！」をメインテーマに、地域の更な

る活性化を目指して、全３回のワークショップを実施しています。令和５年 10月 14 日（土）に開催した第１回のワー

クショップでは、６つのグループに分かれて２つのワークを行いました。 

 

ワーク１では太田地区の地図を見ながら、太田地区の魅力と課題を出し合いました。各グループでたくさんの魅

力と課題が出され、模造紙が付箋で埋まるグループもありました。 

「大型スーパーもあり利便性が高い」「治安がいい」「子育てしやすい」などの意見が各グループで共通して魅力

としてあがり、「地域の担い手をどう増やすか」「通学路が危険」「世代間のギャップがある」「IT 化が遅れている」と

いった意見が共通した課題としてあがりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ニュースレター

地域活動の活性化に
向けたワークショ ップ 01 VOL. 

令和５年 11月  発行：茨木市市民文化部地域コミュニティ課 

太田地区の魅力と課題を見つけよう！ ワーク １ 

第１回 実施概要 

日  時：2023.10.14（土） 

19:15～21:15 

会  場：太田公民館 

参加者数：３５人 

 

プログラム 

１：会長挨拶 

２：ワークショップ趣旨説明 

３：参加者自己紹介 

４：最近あった、良かったこと・悪か

ったこと （アイスブレイク） 

５：ワーク①：太田地区の魅力と課

題を見つけよう 

６：ワーク②：太田地区がもっと楽

しくなる未来を考えよう 

７：グループ発表（全体共有） 
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ワーク２では、ワーク１の議論を踏まえて、①魅力を磨いてもっとこんなまちにしたい②課題を解決してこんなま

ちにしたい、という意見を出し合い、地域の将来がどうなったらいいか、どうなって欲しいかを考えました。 

 

○各グループの話し合い内容 （抜粋） 

グループ 魅力 課題 将来 

１ 
○班会をやっていろんな意見を

吸い上げている！ 

○子育てしやすいまち 

○スポーツの場がある 

○高齢化 

○見守りの負担 

○ちょっと立ち寄れる場が少ない 

○IT化が遅れている 

○小学校の見守りに保護者と 

地域の先輩（高齢者）の方と 

連携してできれば 

○小さなイベントを増やす 

○あいさつをする、声をかける 

など、やさしい気持ちを育む 

○通学路の安全確保 

○子どもの集いの場が必要 

○地域活動の IT化 

２ 
○公園が多い 

○太田神社、地蔵盆、西国街道

などの歴史 

○子ども会が多い 

○高齢化、人手不足で情報伝達

ができなくなってきている 

○暗い道が多くて防犯面の懸念 

○若い人があまり入ってこない 

地域がある 

○担い手の若返りを図りたい 

○若い人が気軽に発言できる 

環境にしたい！ 

○子どもが集まれる場が欲しい 

３ 
○治安が良い 

○安威川が近く自然が多い 

○太田知恵の和で話し合う場が

ある 

○若い世代は忙しく、地域のことを

考えたくても考える時間すらない 

○自治会活動の人手不足 

○集まるのが大変 

○子どもの見守り活動を朝に 

しており、昔は帰りの夕方も 

あったが、今は無いので心配 

○誰でもできるスリム化が必要 

○顔の見える関係が必要 

○帰り道も子どもの見守り当番がで

きるといい 

○配布資料を LINEでもらえたら 

４ 
○大型スーパーがあり便利 

○自然が多い 

○歴史がある 

○学生街になった 

○コミュニケーションを取る場が 

少ない 

○自治会に加入してもらえない 

○世代交代が必要 

○住みやすいまちでありつづけ 

て欲しい 

○デビューしやすいタイミングを 

つくる 

５ 

○子育て環境がよく住みやすい 

○通安協で通学路の安全を見

ている 

○商業施設があって生活がしや

すい 

○子ども会がなくなった 

○自治会の役員、担い手不足 

○世代間交流をしていきたい 

○担い手・地域活動のスタイルは、

今の時代にあったカタチを考えて

いきたい 

６ 
○西国街道などの歴史がある 

○マンションなどで人が増えてき

ている 

○学校が多く活気がある 

○地域活動に対して参加者が 

減少している 

○新しく入って来る若い世代と 

昔から住まれている方の地域 

活動に対する考え方のギャップ 

○ゴミ出しなどのマナー 

○地域の施設や事業者とも課題 

などを話し合う場があるといい 

○やりたい活動のアンケート調査、

自治会活動のマニュアル化など 

 

 

地域の将来について考えよう！ ワーク ２ 

次回ワークショップは 11月 11日（土）。まちづくりの専門家をゲストに招き、 

事例紹介や話題提供をいただいた上で、アイデアを深めていくワークショップを行います。 
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第２回資料 
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太田地区では、「太田の魅力をもっと高めていく、地域活動のあり方を考えよう！」をメインテーマに、地域の更な

る活性化を目指して、全３回のワークショップを実施しています。令和５年 11月 11日（土）に開催した第 2回のワー

クショップでは、講師の講演を聞いた後に、６つのグループに分かれてワークを行いました。 

 

第２回は谷亮治氏（京都市まちづくりアドバイザー：京都市を拠点に、様々な地域のまちづくりを支援している）を

ゲストに招き、第１回の議論を踏まえた話題提供や事例紹介をしていただきました。 

「まちづくりの組織づくりとして、これまでの上下関係がはっきりした“ピラミッド型”からフラットにつながる“ネット

ワーク型”へ」「個人として参加し、やりたいことを表明できる対話の場“まちづくりプラットフォーム”」などのアイデア

を、事例を交えてお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター

地域活動の活性化に
向けたワークショ ップ 02 VOL. 

令和５年 12月  発行：茨木市市民文化部地域コミュニティ課 

まちづくりの進め方を専門家と一緒に考えよう！ 講演 

第２回 実施概要 

日  時：2023.11.11（土） 

19:05～21:05 

会  場：太田公民館 

参加者数：３１人 

 

プログラム 

１：前回の振り返り 

２：無人島ゲーム（アイスブレイク） 

３：講演（谷 亮治 氏：京都市まち

づくりアドバイザー） 

４：ワーク：太田地区で取り入れた

いアイデアを話し合おう 

５：グループ発表（全体共有） 
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ワークでは、講演や事例紹介を踏まえて、「①地域活動・つながり・集いの場」「②若い世代・世代間交流・住環

境」「③こども・安全・安心」の３つのテーマに分かれて、アイデアを出し合いました。 

 

○各グループの話し合い内容 （抜粋） 

テーマ グループ 話し合ったアイデア 

① 

１ 

１．若い人の意見を聞く、話し合いの機会を生む仕掛け 

〇こどもが集まれる機会、親子で参加できる場！ 

２．事業を継続させるための仕組み・工夫 

〇活動の事業化 

〇高齢者への生活支援をセミプロ集団として、地域の人が取り組む 

〇お金を発生させる仕組みづくり（お金を払ってでも参加してくれるサービス） 

２ 

１．気軽につながる場や機会をつくろう！ 

〇既存の活動に合わせたつながる機会 

〇いろんな分野のバザー的な商品交換会 

２．課題解決を考える場を設定したい！ 

〇様々な立場の人が集まり、課題や問題点を出し合い、解決法を考える場 

〇自分の趣味や特技を生かせる場 

〇場／組織の在り方の見直し 

〇やりたいことの実現 

② 

３ 

１．若い人と地域がつながるきっかけを生む場を大事にしよう！ 

〇既存の活動をもっと活用して参加しやすくするための情報発信や仕組み 

２．世代間の意識や価値観を知る機会をつくろう！ 

〇アンケート調査の実施 

３．ネットワーク型組織の導入を考えよう！ 

〇LINEのオープンチャットの活用 

〇やりたいことの部活化 

４ 

１．今ある活動を参加しやすくする工夫をしよう！ 

〇こどもも参加しやすくして世代間交流を促す（お菓子教室、工作イベント、竹馬や将棋などの昔遊

び） 

２．みんながやりたいことを把握するためのアンケート調査 

３．新しい部活を作ってみる（地域の特性を活かした田植え、畑、フリマ） 

③ 

５ 
１．見守り活動の見直し 

〇見守りの負担軽減（シルバー人材センターへの委託など）や見守りが必要なポイントの洗い出し 

２．こどもの遊び場の使いこなし 

〇こどもがのびのびと遊べる環境を大事にして、使いこなす 

６ 

１．こどもの活動をもっと参加しやすくしよう 

〇こども会に参加していない人でも、誰でも参加できるようなイベント 

〇気軽に参加できるスポーツ活動の推進 

〇こどもが気軽に出入りや活動ができる場（公民館のコミセン化など） 

〇大学生の参画 

〇こどもの見守りの体制づくり（シルバー人材センターの活用やスクールバスの巡回など） 

２．安全で安心できる地域づくり 

〇ごみ問題の改善 

〇移動手段 

 

やってみたい、取り入れたいアイデアを話し合おう！ ワーク  

次回ワークショップは 12月 9日（土）。今回のワークで出たアイデアをさらに深めて、 

ワークシートに具体化するワークショップを行います。 
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太田地区では、「太田の魅力をもっと高めていく、地域活動のあり方を考えよう！」をメインテーマに、地域の更な

る活性化を目指して、全３回のワークショップを実施しています。令和５年１２月９日（土）に開催した第３回のワーク

ショップでは、６つのグループに分かれてワークを行いました。 

 

第３回は第１回、第２回の意見交換を踏まえて、アイデアの具体化に向けた意見交換をしました。 

「①地域活動・つながり・集いの場」「②若い世代・世代間交流」「③こども・安全・安心」の３つのテーマに分かれ

て、取組のアイデアを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ニュースレター

地域活動の活性化に
向けたワークショ ップ 03 VOL. 

令和５年 12月  発行：茨木市市民文化部地域コミュニティ課 

具体的にしていきたいアイデアを整理しよう！ ワーク ① 

第３回 実施概要 

日  時：2023.12. 9（土） 

19:00～21:00 

会  場：太田公民館 

参加者数：３１人 

 

プログラム 

１：前回の振り返り 

２：バーズデーライン（アイスブレ

イク） 

３：テーブルワーク① 

「具体的にしていきたいアイデ

アを整理しよう 」 

４：テーブルワーク② 

「ワークシートにまとめよう 」 

５：グループ発表（全体共有） 
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○各グループの話し合い内容 （抜粋） 

テーマ 
グル

ープ 取組名称 活動の目的 具体的な内容 誰がやる？ 最初の一歩 

①地域活動・ 

つながり・ 

集いの場 

１ 

地域の人でこど

もの習い事をみ

る 

 

・どこのこどもにも来ても

らえるようにする 

・習い事の選択肢を増や

す 

・こどもを通じた繋がりづ

くりの取組が必要→若

い人の意見を聞く場を

つくる 

 

 

 

・手頃な価格で習い事ができるように工

夫する 

例）茶道や囲碁など 

・有償ボランティア

で人材確保 

・大学生などもシフ

トを組んで参加し

てもらう 

・まずは地域人材・スキ

ルの発掘のためのアン

ケート 

地域全体で楽し

める地蔵盆 
～こどもがウロウロ

できる夜があっても

いいんじゃない？

～ 

・地蔵盆を地域のこども達に開放する 

・自転車でこどもたちがあちこち巡れる

ように地蔵盆マップを作成する 

・企業の協賛や自治会の予算を活用す

る 

・夜の映画会の実施 

・全体で協力して

やっていく 

 

 

 

 

・まずは来年からやって

みる 

 

 

 

 

２ 
バトンをつなぐ 
～地元が好っきゃ

ねん～ 

・地元に顔見知りを作る 

・最終的には地域のため

に、地域への恩返し 

 

 

 

 

 

・あいさつ運動はコミュニケーションの場

になっている 

・自分たちでこういう場（ワークショップ）

を作る 

・面白いと感じさせる 

・新しい人を入れる 

・地域活動にメリットを！ 

・イベントを継続する周知が大事 

・まず自分たちが

やる！ 

 

 

 

 

 

 

・きっかけを作る 

・まずは来てもらう周知

から行う 

 

 

 

 

 

②若い世代・ 

世代間交流・  

住環境 

３ 情報の 

プラットフォーム 

・情報のアーカイブ化を

する 

・子育て世帯が情報を得

る場所をつくる 

・新規住民が地域活動に

参画するきっかけをつく

る 

 

・回覧板のアーカイブ化 

（PDF 化していつでも見れるようにす

る） 

・SNSの勉強会 

・文化展の様子を SNSで情報発信 

・こどもたちが高齢者に教える勉強会の

開催 

 

 

・ウィキペディア方

式（みんなで編集

できる） 

・SNS はこどもが

得意 

→学校の部活など

に運営を依頼し

てみる 

・ほかの地域も参考にで

きるかも 

・SNS勉強会をしてみる 

 →世代間交流になる 

・ハッシュタグを作って、

みんなで情報共有 

４ 
太田地区として 

みんながやりた

いことを知るため

のアンケート実施 

 

・いろんな世代のニーズ

を把握する 

・地域活動の人材発掘 

・部活型の公園清掃 

 

 

 

 

 

 

・アンケートの取り方や文面の工夫をす

る 

・ラインで情報を流してもらったりする 

・やりたいことを募集する 

・アンケートだけでは趣旨が伝わりにく

いため、アンケートだけでなく、語り場

の機会を設ける 

・清掃活動＋αで焼き芋やスタンプラリー

と一緒にする 

 

 

・連合全体として

知っておきたいの

で、アンケートの

まとめ作業を連

合でやってはどう

か。 

・結果をみんなで

議論 

・やりたい、応援し

たい人が集まっ

たらスタート！ 

・四月の連合会で会議、

ミニワークショップ 

・冬の間に準備を進める 

③こども・ 

安全・安心 

５ こどもの遊び場を作ろう 

・こどもが思いっきり遊べ

る場所をつくる 

・こどもたちの通学時の

安全を確保する 

・小学校の校庭の開放 

→さくらクラブでは校庭を使うクラブを立

ち上げる 

→開放している時間だけ、警察のパトロ

ール 

・見守りで、地域のおじいちゃん、おばあ

ちゃんがサポートできればいいな 

・地域のおじいちゃ

ん、おばあちゃん 

・防災会？民生委

員？ 

・毎日やるのはし

んどいので、かわ

りばんこにする 

・学校と警察に相談して

みる 

・ほかの地域がどうして

いるのか聞いてみる 

６ 
校区全体であら

ゆる人に情報共

有（一元化） 

・PTA も廃止、こども会も

なくなったため、こどもに

関する情報を共有できる

ようにする 

・高齢者に頼りすぎず、

子育て世代も活動でき

る関係づくり 

・自治会にデジタル担当をつくる 

・高齢者とこどもが顔を合わせられる場

所づくりを行う 

・情報共有ツールの電子化 

・情報をみんなで教えあう 

・校区全体の情報発信のデジタル化 

・ 子育て世代が

SNS の勉強会を

開いて、高齢の

方に教える 

 

 

・市に地域のデジタル推

進のサポートをしてもら

う 

 

具体的にやってみたいアイデアを整理し、ワークシートにまとめよう！ ワーク ② 

ワークショップのような話し合いの場をうまく活用しつつ、 

引き続き、よりよい活動づくりや新たな場づくりなどに繋げていきましょう！ 
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各回まとめ 
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